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春日小学校区 ワークショップ実施概要 

 

テーマ まちの課題からこれからの春日校区の魅力的な取組を考える 3 日間 

実施内容 

第１回 
令和元年 11 月 15 日（金）19 時-21 時 15 人 

これからのより良い春日校区づくりに向けてまちの論点を出し合おう！ 

第 2 回 
令和元年 11 月 29 日（金）19 時-21 時 13 人 

出てきたまちの論点からやりたいことを考える 

第 3 回 
令和元年 12 月 20 日（金）19 時-21 時 15 人 

やりたいことの企画づくり 

結果概要 

以下の３点について具体的な取り組んでいきたいという結論に達した。 

（1）災害に備えたプロジェクトチームの創設と多世代リーダー育成 

（2）誰もが面白いことにチャレンジできる地域にするための、次世代との関係性を 

生むための仕組みづくり 

（3）もっと関わりやすい自治会のある地域づくり 

 

○できることからチャレンジしよう！ 

・春日Ｔシャツ（スタッフＴシャツ）を作る。 

  →デザインはＰＴＡの若い世代が検討 

・自主防災があってないようなものなので、強化したい。 

  →上穂積公園で防災訓練・炊き出しを実施！ 

・自治会の会員証を作成し優待制度を構築 

 

○「どんなまちにしたい！」を念頭に 

・各種団体の会議の際には、「どんなまちにしたい」ということを念頭に会議を行う

ことを徹底し、人材育成・人材確保に努めていく。 

来年度以降

に向けて 

・今後については、第３回で出てきた具体的な取り組みの実施に向けて、協議会の中で

優先順位と重要度、取り組みやすさなどで分けた上で、どれから取り組むかどうかを

協議する時間を設けることが必要。 

・当初予定していたよりも参加人数が少なかったこともあり、春日校区の総意とするた

めにはもう少し参加者の属性の幅を広げ、一部の人たちが声を上げるのではなく、よ

り多くの住民の参加と賛同を得るための場づくりも同時に行う必要がある。 
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春日校区ワーク ショ ッ プ
まと め

まちと し ごと 総合研究所
岡本卓也

第１ 回ワーク ショ ッ プのまと め
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“創り たい春日校区のより 良い未来”をテーマに、

３ つのキーワード で分かれて話し 合いを実施

１ ． 教育

２ ． 福祉・ 生活

３ ． 防犯・ 防災

各テーブルで出てき た意見のまと め

春日校区の現状や困り ごと について
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各テーブルで出てき た意見のまと め

作り たい春日校区の未来
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作り たい春日校区の未来

（ １ ） 誰も が面白いこ と にチャ レンジでき る地域にし たい！

（ ２ ） も っ と “災害に強い”地域にし たい！

（ ３ ） も っ と 関わり やすい自治会組織のある地域にし たい！

（ ４ ） 世代を越えて安心し て集える地域にし たい！
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第２ 回ワーク ショ ッ プのまと め
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（ １ ）
誰も が面白い

こ と にチャ レ

ン ジでき る 地

域にし たい！

（ ２ ）
も っ と

“災害に強い”

地域にし た

い！

（ ３ ）
も っ と 関わり

やすい自治会

組織のある 地

域にし たい！

（ ４ ）
世代を 越えて

安心し て

集える 地域に

し たい！



各テーブルで出てき た企画やアイ デアのまと め

テーマ： 誰も が面白いこ と にチャ レンジできる地域にし たい！

「 地域を 探検し よ

う ！」

良さ を 発見する

地域の名所めぐ り /街たんけん（ ミ ステ リ ーツ アーなど ） /校区内施設見学/郡山のみかん狩り /弁天さ んの裏山

の周遊や肝試し 、 ク ワガタ 取り /夜のお寺巡り →夜の活用など 、 新し い魅力が発見でき る /地蔵盆の夏祭り /スタ

ン プ ラ リ ー

でき る こ と

でき たら いいこ と

＜上穂積公園に集ま ろ う ！～みんなで でき る 手軽さ ＞

地域で BBQ（ BBQやキャ ン プ フ ァ イ ヤーから の流れから みんな で楽し める も の） /上穂積公園でキャ ン プ /学校

のプ ールで魚釣り （ プ ールを 活用し て 魚を 泳がせて 釣っ たり 、 つかんだり ） /公園遊び
＜季節の中で高齢者も 子ど も も 家族も 参加＞

秋祭り /子供みこ し 、 練り 歩き /お花見大会/地域清掃/田んぼ体験/重機体験（ ト ラ ク タ ー） /軽スポーツ 大会

（ 春日小校区） /大声で叫ぶ大会/地域でマラ ソ ン リ レ ー（ 東海道など 街道を 想定し て）
＜ナイ ス なキーワード ＞

「 春日の仲間たち 」 /地域や人と のつながり を 意識する ための「 挨拶の日」 /「 ○○の日」 など

誰も がやり たいこ と を

やれる ための

仕組みづく り

＜ど のよ う な仕組みが良いか＞

誰も が運営に参画でき る /こ こ にく れば、 おも し ろ いこ と を やっ ている と 感じ る 、 伝わる /「 みんなに」 おも し

ろ い情報が伝わる
＜ど う 作る か＞

企画を 募集する /地域の場所を つく る /「 街かど 掲示板」 を 作る 。 そこ へ行けば誰も が見ら れる 、 掲示でき る /紙

媒体での回覧板/紙媒体の設置先と し て スーパー、 病院、 各所掲示板も 利用/地域ラ イ ブ （ みんなで楽し める ）
＜次世代育成のためのアプ ロ ーチ ＞

若者向けにSN Sを 活用/若者テ ーマのワーク ショ ッ プ /サイ ト 回覧板、 サイ ト 掲示板/地域LIN E、 地域の友達グ

ループ /中学生、 高校生、 大学生の巻き 込み

１ ． 広報によるつながれるモノ を作る
誰も が運営に参画でき る 「 場」 「 ツ ール(掲示板やSN S)」 の活用など、 一緒にやっ ていける 方法を 生み出す

２ ． 協力できる関係性
ツ ールを 駆使し て関係性を 構築する 。 楽し いを 共有でき る 関係性がイ ベン ト を 成功さ せる

３ ． 次世代育成（ 若者の地域参加）
する 世代だけでなく 、 若い世代を 巻き 込み、 様々な世代が楽し める 地域を つく る

すぐ に取り 組みたいこ と ・ 取り 組める こ と
（ 優先順位）

各テーブルで出てき た企画やアイ デアのまと め

よ り 良い生活へ

・ OTTAシステ ムの導入(子供の見守り や高齢者の安否確認)

・ 電子マ ネーま たは地域通貨の普及（ 高齢者の生活や災害時に安否の確認する ための仕組みづく り ）

・ 配達、 個人宅配業者が高齢者の異変に気付ける よ う な仕組み
・ 徘徊する 高齢者がわかる も のを 身に着けて町ぐ る みで助け合う

集う ための

き っ かけ作り

・ 平時に顔見知り にな っ ておく こ と ができ る よ う 、 き っ かけ作り のイ ベン ト の開催

（ 子ど も の顔だけでなく 、 親の顔も わかる よ う にする など ）

・ 今実施し ている 地域事業の中に防災を 意識づけで き る 出し 物を 入れていく
(子育て世代や中高生など の方々にも おも ち づく り や炊き 出し に最初から 参加し ても ら う など )

・ 防災実験教室(アウト ド ア の要素を 盛り 込んだり 若い人が災害について話し 合う こ と ができ る 場 )

・ 手作り 市の復活

災害時への備え

・ 中高生や大学生の力を 災害時に活用(物資の運搬・ 避難誘導・ 簡単な応急手当など )

・ 若い世代に地域のな かで暮ら し ている こ と を 意識づける

・ 学校と 連携し て地域活動へのボラ ン テ ィ アの単位化
・ 若い世代が主体と な れる キャ ン プ イ ベン ト を 通じ ての災害時の啓発 (公園にある ベン チ型コ ン ロ の使用など )

・ 若い世代が災害時に活躍でき る よ う に多世代のリ ーダーの育成

テーマ： も っ と 災害に強い地域にし たい！世代を超えて安心し て集える地域にし たい！

１ ． 部会の中に災害に備えたプロジェ ク ト チームの立上げ・ 組織化（ 小規模でO K ）
    B N * ï g 8 á ̲ Z ¯ , % 5 * à Å 8 y } 6 ¹ « 4 f ( Á 6 Ö 8 #

２ ． 防災・ 減災のための多世代リ ーダーの育成
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すぐ に取り 組みたいこ と ・ 取り 組める こ と
（ 優先順位）



各テーブルで出てき た企画やアイ デアのまと め

回覧板や

掲示板について
・ 子ど も が持っ て行き たく なる よ う な 回覧板があればいい

・ 雨に強く 、 光る 回覧板にすれば、 子ど も が持っ て 行き たく なる のでは？

情報発信について
・ ロ ーカ ルTVの様な 発信を し ても いいかも （ 「 春日チャ ン ネル」 の創設）

・ 相談役を 設ける 事で 、 「 やり たい人」 や「 やっ て ほし い人」 を 繋げら れる

挨拶について
・ 自治会のバッ チみたいなのを 作っ て 、 身につけて いる 人は自治会の人っ て分かる と 挨拶し やすいかも

・ 非常ベルが鳴っ た時、 家から 出てき た人と 話せた。 たま に鳴ら し てみる ？（ 防災訓練と 連携？）

イ ベン ト について
・ 近隣の大学生バン ド にお願いし たり 、 お金を かけたり し た方がいい

・ 昼呑みやお散歩のイ ベン ト がある と 素敵

役員について

(自治会、 PTA )

・ 自治会加入のメ リ ッ ト (地域のお店の商品券が貰え る 情報など )がある と 、 回覧板を 受け取り たく なる かも

・ こ ど も 会だけのイ ベン ト (映画鑑賞、 ボーリ ン グ、 ク リ スマス 会)を 開催する

・ やら な く ても いい期間(入っ てから ２ 年間など )を つく る こ と で、 人間関係が出来てき て、
出来る こ と ないかな？と 意識が変わっ ていく かも し れない

・ 役員免除期間(介護中など )があれば、 辞めずに済む場合も ある

・ 役員手当があれば納得し て取り 組める 人も いる

テーマ： も っ と 関わり やすい自治会のある地域にし たい！

すぐ に取り 組みたいこ と ・ 取り 組める こ と
（ 優先順位）

１ ． 子ども も 楽し く 回し たく なる新し い回覧板・ 掲示板づく り
  ] ( q 6 e õ Û x Û

２ ． ローカ ルT V 「 春日チャ ンネル」 の設置
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３ ． 自治会に加わり やすい仕組みづく り （ 自治会役員免除期間・ 手当・ 昼呑みなど）
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第２ 回目のまと め

テーマ： 誰も が面白いこ と にチャ レンジできる地域にし たい！

１ ． 広報によるつながれるモノ を 作る

２ ． 協力でき る関係性

３ ． 次世代育成（ 若者の地域参加）

テーマ： も っ と 災害に強い地域にし たい！世代を超えて安心し て集える地域にし たい！

４ ． 部会の中に災害に備えたプロジェ ク ト チームの立上げ・ 組織化（ 小規模でO K ）

５ ． 防災・ 減災のための多世代リ ーダーの育成

テーマ： も っ と 関わり やすい自治会のある地域にし たい！

６ ． 子ども も 楽し く 回し たく なる新し い回覧板・ 掲示板づく り

７ ． ローカ ルT V 「 春日チャ ンネル」 の設置

８ ． 自治会に加わり やすい仕組みづく り （ 役員免除期間・ 手当・ 昼呑みなど）



第3 回ワーク ショ ッ プのまと め
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第２ 回目のまと めの中から 、 掘り 下げたいテーマを選出

テーマ： 誰も が面白いこ と にチャ レンジできる地域にし たい！

１ ． 広報によるつながれるモノ を作る

２ ． 協力でき る関係性

３ ． 次世代育成（ 若者の地域参加）

テーマ： も っ と 災害に強い地域にし たい！世代を超えて安心し て集える地域にし たい！

４ ． 部会の中に災害に備えたプロジェ ク ト チームの立上げ・ 組織化（ 小規模でO K ）

５ ． 防災・ 減災のための多世代リ ーダーの育成

テーマ： も っ と 関わり やすい自治会のある地域にし たい！

６ ． 子ども も 楽し く 回し たく なる新し い回覧板・ 掲示板づく り

７ ． ローカ ルT V 「 春日チャ ンネル」 の設置

８ ． 自治会に加わり やすい仕組みづく り （ 役員免除期間・ 手当・ 昼呑みなど）



【 次世代（ 若者） の巻き 込みについて 】

＜リ ーダーやグループ を つく る ＞

・ LIN E、 H Pを 作る

youtub eチ ャ ン ネルの作成
・ 回覧板にＱ Ｒ コ ード

・ ネッ ト と 紙と 掲示

・ 応援メ ン バーを 募る （ 中・ 高・ 一般）・ ふる さ と 祭り の企画を 任せる・ 地域の人材を 掘り 起こ す、 把握する

・ 企画側へ巻き 込む

＜地域リ ーダーの囲い込み＞ ＜運営委員の中・ 高・ 大学生への働き かけ ＞

・ 世代間交流や連携

・ みんなで一緒に楽し む

・ 直接話を する 、 顔を 合わせる

・ 挨拶

・ 年２ 回、 合同イ ベン ト の開催

・ 共通の集ま る 日を 決める

＜定期的な合同運営委員会の開催＞

・ ま ずは地域協議会が声を 上げ、 運営

【 次世代へ届ける 広報の工夫について 】

・ 地域広報誌、 小学校PTA 、

福祉協議会、 公民館など で PR

・ 若い人への発信と し て

・ 地域のこ と を 知る こ と ができ る

イ ベン ト の実施

・ 継続する ため有償ボラ ン テ ィ ア 、

仕事く ら いの位置づけ

テーマ： 誰も が面白いこ と にチャ レンジできる地域にし たい！

( 3 :  4 $ % 7
( 3 : 5 > D / @"

災害に備えたプロジェ ク ト チームの創設と 多世代リ ーダー育成（ 小規模から スタ ート ）

・ 春日Ｔ シャ ツ 作成

・ チーム名決定
案： [春日ON E TEAM ]

・ バケツ リ レ ー

・ かまどベン チを 使う
・ 炊き 出し （ 火起こ し ）

・ 消防車と の写真

・ 防災科学教室

・ ク イ ズ形式の訓練
・ スタ ン プラ リ ー

・ 借り 物レ ース（ 防災）

・ 防災食育

＜防災チームづく り ＞

・ マン ショ ン 向け防災訓練

→避難梯子取扱いや
ベラ ン ダ区画蹴破り

＜一体感の醸成＞

＜訓練内容の充実＞

＜防災訓練のエン タ メ 化＞

（ 子ども の巻き 込み）

B # 1 B #
6 9 = 2 - + '

＜マン ショ ン の巻込み＞

テーマ： も っ と 災害に強い地域にし たい！世代を超えて安心し て集える地域にし たい！
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＜自治会のメ リ ッ ト ＞

・ 自治会について魅力的に説明する

マニュ アルを 作る
・ 自治会に入る こ と で、

見守り や安否確認に繋がる

・ イ ベン ト 還元でき ないエ リ ア は、

ゴ ミ 袋を 各家庭に配布
・ バス旅行にいける （ 実費３ 千円）

＜特典を つける ＞

・ お礼や手当を 用意する

→ふる さ と 祭等のイベン ト で
使える 金券など 配布

・ ふる さ と 祭などの運営者への特典

・ 役員の免除期間や、

免除対象者を 作っ た方が良い

＜自治会カ ード の普及＞

・ ５ % 引き になる カ ード を 発行

協力し てほし いお店例
「 かま だ」 「 散髪屋」 「 大徳屋」

「 デイ 」 「 ダイ ワサイ ク ル」

・ カ ード 発行部数は３ 千枚く ら い

・ 府民セン タ ー前の名刺屋さ んに
お願いし てみる

 ³ Ĉ 3 1) 2 ó 0 ) 3 > 2 , 9 ( - x Ĥ  + &

＜掲示板に書いてある と 良いこ と ＞
・ 自治会に入る メ リ ッ ト

・ 自治会員を 随時募集中で ある こ と やそ の問合わ

せ先

・ 会長の名前がわかる と 安心する 人も いる

・ 会費が分かり やすく 表示さ れて る と 入り

やすいかも

・ 会費払っ た 分は自分に返っ て く る 安心感

・ バス 旅行や５ % 引き カ ード 、 特典がある こ

と について 、 チ ラ シ で 掲示板に 貼っ た ほう

が良い

 ³ Ĉ / . 2 t Ú - x Ĥ

＜掲示板の課題点＞

・ 外灯が近く にないエ リ アは、 夜に

なる と 掲示物が全く 見えなく な っ
てし ま う

・ 夜間掲示板が確認でき ず、 朝バ

タ バタ し ている 世代には、 情報が

届かない

＜問題点の改善について＞

・ ソ ーラ ー式のラ イ ト で夜は照ら せ

る 様にし てみる のはど う か

・ 実際に活用でき る も のがないか、

費用はど れく ら いかかる のか、

コ ーナン へ相談し にいく

・ 回覧板を 色分けし て急ぎ 具合が
分かる と 良いかも し れない

テーマ： も っ と 関わり やすい自治会のある地域にし たい！
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全３ 回ワーク ショ ッ プを ふまえた
今後について

・ 災害に備えたプロジェ ク ト チームの創設と 多世代リ ーダー育成
・ 誰も が面白いこ と にチャ レンジできる地域にするための、

次世代と の関係性を生むための仕組みづく り
・ も っ と 関わり やすい自治会のある地域づく り

まず第一歩と し て、 「 『 春日Tシャ ツづく り 』 や『 防災訓練・ 炊き出し の実施』
について取り 掛かろう 。 」 と いう こ と になり まし た

今後については、 ３ 回目で出てきた具体的な取り 組みの実施に向けて、 協議会の
中で優先順位と 重要度、 取り 組みやすさ などで分けていき、 どれから 取り 組むかど
う かを協議する時間を設けるこ と が必要

また、 当初予定し ていたより も 参加人数が少なかっ たこ と も あり 、 春日校区の総
意にし ていく にはも う 少し 参加者の属性の幅を広げ、 一部の人たちが声を上げてい
るのではなく 、 より 多く の住民の参加と 賛同を得るための場づく り も 同時に行って
いく こ と が必要



問１ 出席者について

問２ ワークショップに参加して良かったと思いますか。

【理由】
①自分の考えていたことが違っていなかったこと確認できた。
②地域を良くするとの話で今後も続けてほしい。
③いろんな意見が聞けた。
④３回のワークショップでより内容が深まった。
⑤いろいろな考え方に触れることができ、ファシリテーターにも恵まれました。
⑥顔なじみの方々という心が通じ合う雰囲気の中、未来についてお話ができて良かったと
   思っています。
⑦皆さんの考えが思っている事がわかりました。
⑧ワンチームと改めて感じた。
⑨やりたい事を言う機会をいただいた。
⑩皆さんの考えが聞けて良かった。
⑪地区の課題と解決策について共有出来た。
⑫みなさんといろいろなお話ができてたのしかったです。
⑬楽しい考え方がでた

問３ ワークショップの内容について

【理由】
①リーダーの進行が良かったと思います。
②地域の活性化に協力した。
③身近のテーマについて話し合えた。
④皆、積極的に自分のこととして発言していた。
⑤たくさんの気づきになりました。
⑥地域に住む人達の未来や思いは前向きになれるテーマで良かったと思います。
⑦みじかな事の内容だったので
⑧何気なく感じている疑問を少しでも解決できた。
⑨地域活性化でつながりをもてると良い内容であった。

地域活動の活性化に向けたワークショップ　アンケート集計（春日）

問２ 回答数
と て も 良 か っ た 11
良 か っ た 4
普 通 0
良 く な か っ た 0

未 回 答 0

問３ 回答数
と て も 良 か っ た 10
良 か っ た 5
普 通 0
良 く な か っ た 0

未 回 答 0

問１ 回答数
～40代 6
50代 2
60代 4
70代 2

80代以上 1



⑩身じかな問題の内容でさんこうになった。
⑪運営のサポートがある事で内容がまとまって進めていけそうな様子がある。
⑫「自分の地域」ということで具体的に話がすすんだ。

問４ ワークショップの時間について

問５ 今回のワークショップの経験を生かして、地域において継続して取組を進めたいと思いますか。

問６ 今回のワークショップ以外に取り上げたいテーマがあればお聞かせください。

①自治会で老人会会員入会に協力してほしい
②高齢者の運転について
③ＪＲ茨木駅西口広場について
④教育分野がこれから急速に進み変わっていくので、その対応や力につながるプロセスを
　 話し合ってみたいです。
⑤地域中での事は、今回のワークショップで出たように思います。
⑥地域で発信していきます。
⑦十分意見を言わせていただきました。
⑧子育て支援などテーマをしぼったワークショップがあってもいいのかなと思いました。
「子育て」についていろいろな世代の方の意見がきけるのでは。

問７ ワークショップの感想などをお聞かせください。

①皆さんの考え方が良くわかり、大変参考になりました。
②定期的に多くの人の話をきく事が大事と思う。
③各団体で活動している方々と有意義な会議が出来た。
④１回目はとまどいもあったが、皆、問題意識をもって参加していた。
⑤なかなか地区協だけでは、ワークショップを単独ですることは今は難しいので、このような
　 機会（今日参加の方+新しい人たち）を持つきっかけを今しばらく支援していただけたらと
 　思います。
⑥この話を少しずつ友達や知人に自慢していきます。
⑦３回でしたがとても良かったです。自分の思っている事も言葉に出す事が出来ました。
⑧最初はすごく不安であったが、回を重ねるごとにとけた。
⑨地域協議会とは違いフリーでテーマを話し合えたことが良かった。新しいことにも取り組め
　 たら良いと思います。
⑩意見を参考に、できる事から実施していきたい。
⑪実行していくのみです。
⑫皆さんの色々な意見が自分と違った面が参考になりました。
⑬ゆるく気軽に話ができる人数で良かったです。たくさん話ができてたのしかったです。
⑭見えていなかった課題に気づくことができた。

問４ 回答数
長 か っ た 1
ち ょ う ど 良 か っ た 13
短 か っ た 1

未 回 答 0

問５ 回答数
思 う 15
どちらともいえ ない 0
思 わ な い 0
未 回 答 0



 

 

 

 

 

 

 

参考資料 

 

ワークショップ当日資料等 

   



お席のご案内

ご自由に
お座り く ださ い。

途中で席を変えて５ つの班に分かれて話し 合いをし ます。

地域活動の活性化に向けたワーク ショ ッ プ

こ れから のよ り 良い春日校区づく り に向けて
まち の論点を 出し 合おう ！

第１ 回目ワーク ショ ッ プ

2 0 1 9 .1 1 .１ ５ （ 木） 1 9 :0 0 ～2 1 :0 0



本日の流れ

時間 内容
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ワーク ショ ッ プ開催の目的

春日校区の地域活動に取り 組んでいる皆さ んが、 お互いの
こ と を知り 、 こ れから の“より 良い校区づく り ”づく り に

向けて思いを共有し 、 アイ デアを出し 合い、 より 良い春日
校区の未来を作るための種をたく さ ん生み出す。

こ れから の春日校区を考えるきっ かけ・ 機会にし 、
さ ら には自治会や各種団体が協働し 、 より 良い地域づく り
を進める自治協議会につなげていきたい



ワーク ショ ッ プは全３ 回！
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時代の変化と と も に、

地域自治の取り 組みが変わっ てき ている。
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地域自治の取り 組みを、 今の時代または次の時代に
合わせて変えていく こ と が求めら れる
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こ こ にお集まり いただいたみなさ んは、

と ても 意識の高い方々

今日お集まり のみなさ んが感じ ている
「 まち の願い」 や「 まちの困り ごと 」 から 、

「 こ んな未来にし たい！」 を

出し ていき まし ょ う ！



…

グループ分け
をし ます！

１ ． 教育 ２ ． 福祉

３ ． 生活

４ ． 防犯 ５ ． 防災

いま、 関心のあるキーワード の
テーブルに移動し てく ださ い！

一つのテーブルにつき 、 5 名まで！
※多く なっ たと こ ろ はすみませんが

第２ 希望のと こ ろへ移動をお願いし ます



お名前

テーブルのテーマ
について思う こ と

ご所属

いき なり 出し 合いまし ょ う と 言われても…

連想のヒ ント

・ 自分が見たのは～、 知っ ているのは～

・ こ んな勿体無い話があっ たんだよね～

・ 昔と 比べて今はな～

・ も っ と こ う なっ たら いいのに～

・ こ れまだう まく 活用でき てないよね～



話し 合いのエチケッ ト

１ ． みんなの話は、 まずは否定せずふむふむと 聞きまし ょ う

２ ． 自分の話は簡潔にサク サク と 話し まし ょ う

３ ． 思っ ているこ と は遠慮せずどんどん言いまし ょ う

４ ． 一旦、 肩書き は忘れまし ょ う ！

５ ． 相手を非難し ないよう 、 尊重し 合いまし ょ う

６ ． 主体的に参加し て、 楽し みまし ょ う ！

７ ． 今日の意見はこ こ だけ！

話し 合いのテーマ（ １ ）

春日校区の未来を考える前に…

みなさ んが感じ ている
春日校区の現状を共有し てみまし ょ う

各テーブルのキーワード 毎に、
感じ ている困り ごと や課題やまだでき てないこ と などを
出し 合っ てみまし ょ う 。



話し 合いのテーマ（ ２ ）

みなさ んが創り たい
春日校区のより 良い未来と は？

みんなで共有タ イ ム



次回のワーク ショ ッ プについて

日時： 2 0 1 9 年1 1 月2 9 日（ 金） 1 9 時～2 1 時

内容： 第１ 回目で出てき た未来の実現に向けて、

今の春日校区には何が必要か・ 何が足り

ないかなどを 考えながら 、
でき る こ と や、 やり たいこ と などの
アイ デアを 出し 合います。

お疲れ様でし た！



お席のご案内

ご自由に
お座り く ださ い。

途中で席を変えて４ つの班に分かれて話し 合いをし ます。

地域活動の活性化に向けたワーク ショ ッ プ（ 第２ 回目）

2 0 1 9 .1 1 .２ ９ （ 金） 1 9 :0 0 ～2 1 :0 0

出てき たまち の論点から
やり たいこ と を 考える



本日の流れ

時間 内容

H Z ' c \ h w

> @ E m & b V f M= 9 C

; E A F : |
; E A F : }

O ; E A 1 3 o q

̲ v z y t N + H Z

ワーク ショ ッ プ開催の目的

春日校区の地域活動に取り 組んでいる皆さ んが、 お互いの
こ と を知り 、 こ れから の“より 良い校区づく り ”づく り に

向けて思いを共有し 、 アイ デアを出し 合い、 より 良い春日
校区の未来を作るための種をたく さ ん生み出す。

こ れから の春日校区を考えるきっ かけ・ 機会にし 、
さ ら には自治会や各種団体が協働し 、 より 良い地域づく り
を進める自治協議会につなげていきたい



ワーク ショ ッ プは全３ 回！
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…

前回の振り 返り



“創り たい春日校区のより 良い未来”をテーマに、
３ つのキーワード で分かれて話し 合いをし まし た！

１ ． 教育

２ ． 福祉・ 生活

３ ． 防犯・ 防災

各テーブルで出てき た意見のまと め

春日校区の現状や困り ごと について
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各テーブルで出てき た意見のまと め

作り たい春日校区の未来
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作り たい春日校区の未来

（ １ ） 誰も が面白いこ と にチャ レ ン ジでき る 地域にし たい！

（ ２ ） も っ と “災害に強い”地域にし たい！

（ ３ ） も っ と 関わり やすい自治会組織のある 地域にし たい！

（ ４ ） 世代を 越えて安心し て集える 地域にし たい！
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グループで話し 合い！

話し 合いたいテーマのテーブルに移動し てく ださ い！

（ テーブル１ ）

誰も が面白いこ と に
チャ レ ン ジでき る 地域

にし たい！

（ テーブル２ ）

も っ と “災害に強い”
地域にし たい！

（ テーブル３ ）

も っ と 関わり やすい自

治会組織のある 地域に
し たい！

（ テーブル４ ）

世代を 越え安心し て集
える地域にし たい！

前のスク リ ーン
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話し 合いのエチケッ ト

１ ． みんなの話は、 まずは否定せずふむふむと 聞きまし ょ う

２ ． 自分の話は簡潔にサク サク と 話し まし ょ う

３ ． 思っ ているこ と は遠慮せずどんどん言いまし ょ う

４ ． 一旦、 肩書き は忘れまし ょ う ！

５ ． 相手を非難し ないよう 、 尊重し 合いまし ょ う

６ ． 主体的に参加し て、 楽し みまし ょ う ！

７ ． 今日の意見はこ こ だけ！

話し 合いのテーマ（ １ ）

それぞれの作り たい未来を 実現する ために…

ワク ワク するよう な
面白い企画や仕組みの

アイ デアを出し 合いまし ょ う



話し 合いのテーマ（ ２ ）

出てき たアイ デアに
優先順位をつけてみまし ょ う ！

何をも っ て優先と するかの基準は
各テーブルで話し 合っ て決めてOKです！

` R
^ U

x r Ý ÷æÝ

みんなで共有タ イ ム



次回のワーク ショ ッ プについて

日時： 2 0 1 9 年1 2 月2 0 日（ 金） 1 9 時～2 1 時

内容： 本日出てき たアイ デアから 、
実際にやっ ていく こ と を 決め、
具体的に方法を 考えていき ます！

お疲れ様でし た！



お席のご案内

ご自由に
お座り く ださ い。

途中で席を変えて３ ～４ つの班に分かれて話し 合いをし ます。

地域活動の活性化に向けたワーク ショ ッ プ（ 第３ 回目）

2 0 1 9 .1 2 .2 0 （ 金） 1 9 :0 0 ～2 1 :0 0

やり たいこ と の企画づく り



本日の流れ

時間 内容

- 7 < 8 ? G
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ワーク ショ ッ プ開催の目的

春日校区の地域活動に取り 組んでいる皆さ んが、 お互いの
こ と を知り 、 こ れから の“より 良い校区づく り ”づく り に

向けて思いを共有し 、 アイ デアを出し 合い、 より 良い春日
校区の未来を作るための種をたく さ ん生み出す。

こ れから の春日校区を考えるきっ かけ・ 機会にし 、
さ ら には自治会や各種団体が協働し 、 より 良い地域づく り
を進める自治協議会につなげていきたい



ワーク ショ ッ プは全３ 回！
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前回の振り 返り



作り たい春日校区の未来

（ １ ）
誰も が面白い
こ と にチャ レ
ンジでき る地
域にし たい！

（ ２ ）
も っ と “災害に
強い”地域に

し たい！

（ ３ ）
も っ と 関わり
やすい自治会
組織のある地
域にし たい！

（ ４ ）
世代を越えて

安心し て
集える地域に

し たい！

（ １ ）
誰も が面白い
こ と にチャ レ
ンジできる地
域にし たい！

（ ２ ）
も っ と

“災害に強い”
地域にし た

い！

（ ３ ）
も っ と 関わり
やすい自治会
組織のある地
域にし たい！

（ ４ ）
世代を 越えて

安心し て
集える地域に

し たい！



各テーブルで出てき た企画やアイ デアのまと め

テーマ： 誰も が面白いこ と にチャ レ ン ジでき る 地域にし たい！

「 地域を 探検し よ

う ！」
良さ を発見する

・ 地域の名所めぐ り /街たんけん（ ミ ステリ ーツアーなど） /校区内施設見学/郡山のみかん狩り /弁天さ んの裏

山の周遊や肝試し 、 ク ワガタ 取り /夜のお寺巡り →夜の活用など、 新し い魅力が発見できる/地蔵盆の夏祭り /ス
タ ンプラ リ ー

できるこ と

でき たら いいこ と

＜上穂積公園に集まろう ！～みんなででき る手軽さ ＞

/地域でBBQ（ BBQやキャ ンプフ ァ イ ヤーから の流れから みんなで楽し めるも の） /上穂積公園でキャ ンプ/学
校のプールで魚釣り （ プールを 活用し て魚を泳がせて釣っ たり 、 つかんだり ） /公園遊び
＜季節の中で高齢者も 子ども も 家族も 参加＞

秋祭り /子供みこ し 練り 歩き/お花見大会/地域清掃/田んぼ体験/重機体験（ ト ラ ク タ ー） /軽スポーツ大会
（ 春日小校区） /大声で叫ぶ大会/地域でマラ ソ ンリ レー（ 東海道など街道を想定し て）
＜ナイ スなキーワード ＞
「 春日の仲間たち」 /地域や人と のつながり を 意識するための「 挨拶の日」 /「 ○○の日」 など

誰も がやり たいこ と を

やれるための
仕組みづく り

＜どのよう な仕組みが良いか＞

誰も が運営に参画できる/こ こ にく れば、 おも し ろ いこ と をやっ ていると 感じ る、 伝わる/「 みんなに」 おも し
ろい情報が伝わる
＜どう 作るか＞

企画を募集する/地域の場所をつく る/「 街かど掲示板」 を 作る。 そこ へ行けば誰も が見ら れる、 掲示でき る/紙
媒体での回覧板 /紙媒体の設置先 スーパー、 病院、 各所掲示板も 利用/地域ラ イ ブ（ みんなで楽し める）
＜次世代育成のためのアプローチ＞
若者向けにSNSを 活用/若者テーマのワーク ショ ッ プ/サイ ト 回覧板、 サイ ト 掲示板/地域LINE 地域の友達グ
ループ/中学生、 高校生、 大学生 巻き込み

１ ． 広報によ るつながれる モノ を 作る
誰も が運営に参画でき る「 場」 「 ツール（ 掲示板） 」 「 SNS」 など、 一緒にやっ ていける方法を 生み出す

２ ． 協力でき る関係性
ツールを駆使し て関係性を 構築する。 楽し いを共有でき る関係性がイ ベント を 成功さ せる

３ ． 次世代育成（ 若者の地域参加）
する世代だけでなく 、 若い世代を 巻き 込み、 様々な世代が楽し める地域をつく る

すぐ に取り 組みたいこ と ・ 取り 組めるこ と
（ 優先順位）

各テーブルで出てき た企画やアイ デアのまと め

より 良い生活へ
・ OTTAシステムの導入（ 子供の見守り や高齢者の安否確認）

・ 電子マネーまたは地域通貨の普及（ 高齢者の生活や災害時に安否の確認するための仕組みづく り ）
・ 配達、 個配業者が高齢者の異変に気付けるよう な仕組み
・ 徘徊する高齢者がわかるも のを身に着けて町ぐ るみで助け合う

集う ための

き っ かけ作り

・ 平時に顔見知り になっ ておく こ と ができ るよう 、 き っ かけ作り のイ ベント の開催

（ 子ども の顔だけでなく 、 親の顔も わかるよう にするなど）
・ 今実施し ている地域事業の中に防災を意識づけでき る出し 物を入れていく 。

（ 子育て世代や中高生などの方々にも おも ちづく り や炊き出し に最初から 参加し ても ら う など）
・ 防災実験教室（ アウト ド アの要素を 盛り 込んだり 若い人が災害について話し 合う こ と ができる場）
・ 手作り 市の復活

災害時への備え

・ 中高生や大学生の力を災害時に活用（ 物資の運搬・ 避難誘導・ 簡単な応急手当など）

・ 若い世代に地域のなかで暮ら し ているこ と を 意識づける
・ 学校と 連携し て地域活動へのボラ ンティ アの単位化
・ 若い世代が主体と なれるキャ ンプイ ベント を 通じ ての災害時の啓発

（ 公園にあるベンチ型コ ンロの使用など）
・ 若い世代が災害時に活躍でき るよう にするための多世代のリ ーダーの育成

テーマ： も っ と 市街に強い地域にし たい！世代を 超えて安心し て集える 地域にし たい！

１ ． 部会の中に災害に備えたプロ ジェ ク ト チームの立上げ・ 組織化（ 小規模でO K ）
    4 8 ! E / b @ > s $ , ! } / T U - w r + a D  { - i / Z

２ ． 防災・ 減災のための多世代リ ーダーの育成
  |  a /   a D ! P / l s / y ( |  2 7 ; / c ]

すぐ に取り 組みたいこ と ・ 取り 組めるこ と
（ 優先順位）



各テーブルで出てき た企画やアイ デアのまと め

回覧板や掲示板のこ と ・ 子ども が持っ て行きたく なるよう な回覧板があればいい

・ 雨に強く 、 光る回覧板にすれば、 子ども が持っ て行きたく なるのでは？

情報発信について
・ ローカ ルTVの様な発信を し ても いいかも （ 「 春日チャ ンネル」 の創設）

・ 相談役を 設ける事で、 「 やり たい人」 や「 やっ てほし い人」 を繋げら れる

挨拶のこ と
・ 自治会のバッ チみたいなのを 作っ て、 身につけている人は自治会の人っ て分かると 挨拶し やすいかも

・ 非常ベルが鳴っ た時、 家から 出てき た人と 話せた。 たまに鳴ら し てみる？（ 防災訓練と 連携？）

イ ベント のこ と
・ 近隣の大学生バンド にお願いし たり 、 お金を かけたり し た方がいい

・ 昼呑みやお散歩のイ ベント があると 素敵

役員のこ と (自治会、

PTA)

・ 自治会加入のメ リ ッ ト (地域のお店の商品券が貰える情報など)があると 、 回覧板を 受け取り たく なるかも

・ 子ども 会だけのイ ベント (映画鑑賞、 ボーリ ング、 ク リ スマス会)を 開催する
・ やら なく ても いい期間(入っ てから ２ 年間など)をつく るこ と で、 人間関係が出来てき て、

出来るこ と ないかな？と 意識が変わっ ていく かも し れない
・ 役員免除期間(介護中など)があれば、 辞めずに済む場合も ある
・ 役員手当があれば納得し て取り 組める人も いる

テーマ： も っ と 関わり やすい自治会のある地域にし たい！

すぐ に取り 組みたいこ と ・ 取り 組めるこ と
（ 優先順位）

１ ． 子ども も 楽し く 回し たく なる 新し い回覧板・ 掲示板づく り
   ?  L X - C S h

２ ． ロ ーカ ルT V 「 春日チャ ン ネル」 の設置
  |  a /   a D ! P / l s / y ( |  2 7 ; / c ]

３ ． 自治会に加わり やすい仕組みづく り （ 自治会役員免除期間・ 手当・ 昼呑みなど）
 s G H Q + / ( . - * e w &  

各テーブルで出てき た企画やアイ デアのまと め

テーマ： 誰も が面白いこ と にチャ レ ンジでき る 地域にし たい！

１ ． 広報によるつながれるモノ を作る

２ ． 協力でき る関係性

３ ． 次世代育成（ 若者の地域参加）

テーマ： も っ と 市街に強い地域にし たい！世代を 超えて安心し て集える地域にし たい！

４ ． 部会の中に災害に備えたプロジェ ク ト チームの立上げ・ 組織化（ 小規模でO K ）

５ ． 防災・ 減災のための多世代リ ーダーの育成

テーマ： も っ と 関わり やすい自治会のある 地域にし たい！

６ ． 子ども も 楽し く 回し たく なる新し い回覧板・ 掲示板づく り

７ ． ローカ ルT V 「 春日チャ ンネル」 の設置

８ ． 自治会に加わり やすい仕組みづく り （ 役員免除期間・ 手当・ 昼呑みなど）



グループで話し 合い！

話し 合いのテーマ

それぞれの作り たい未来を 実現する ために…

「 やり たい！！！！！」
の気持ちを大切にし ながら 、

具体的に・ 建設的に
どう やれば実現できるかを

話し 合っ てみまし ょ う



どのアイ デアを 実現に向けて
話し 合っ てみたいですか？

テーマ： 誰も が面白いこ と にチャ レ ンジでき る 地域にし たい！

１ ． 広報によるつながれるモノ を作る

２ ． 協力でき る関係性

３ ． 次世代育成（ 若者の地域参加）

テーマ： も っ と 市街に強い地域にし たい！世代を 超えて安心し て集える地域にし たい！

４ ． 部会の中に災害に備えたプロジェ ク ト チームの立上げ・ 組織化（ 小規模でO K ）

５ ． 防災・ 減災のための多世代リ ーダーの育成

テーマ： も っ と 関わり やすい自治会のある 地域にし たい！

６ ． 子ども も 楽し く 回し たく なる新し い回覧板・ 掲示板づく り

７ ． ローカ ルT V 「 春日チャ ンネル」 の設置

８ ． 自治会に加わり やすい仕組みづく り （ 役員免除期間・ 手当・ 昼呑みなど）

今日はこ れについて一番話し たい！

そう 思っ たテーマのと こ ろ に
集まっ てく ださ い！



話し 合いたいテーマのテーブルに移動し てく ださ い！

前のスク リ ーン

（ １ ）

誰も が面白いこ
と にチャ レ ン ジ

でき る 地域にし

たい！

（ ２ ）
も っ と “災害に強

い”地域にし た
い！世代を超えて
安心し て集える地

域にし たい！

（ ３ ）

も っ と 関わり や
すい自治会組織

のある 地域にし

たい！

（ ３ ）

も っ と 関わり や
すい自治会組織

のある 地域にし

たい！

予備の
テーブル

話し 合いのエチケッ ト

１ ． みんなの話は、 まずは否定せずふむふむと 聞きまし ょ う

２ ． 自分の話は簡潔にサク サク と 話し まし ょ う

３ ． 思っ ているこ と は遠慮せずどんどん言いまし ょ う

４ ． 一旦、 肩書き は忘れまし ょ う ！

５ ． 相手を非難し ないよう 、 尊重し 合いまし ょ う

６ ． 主体的に参加し て、 楽し みまし ょ う ！

７ ． 今日の意見はこ こ だけ！



話し 合いの進め方（ １ ）

各テーブルのテーマから 出てき たアイ デア
の中から 、 皆さ んで話し 合っ て、

今日はどのアイ デアについて話し 合う か、
一つのアイ デアを 選んでく ださ い！

話し 合いの進め方（ ２ ）

選んだアイ デアについて、
具体的に・ 建設的にどのよ う にすれば

実現でき る か、 話し 合っ てみまし ょ う ！



企画の参考例

防災×おも ちゃ 交換

「 かえっ こ バザール」



高齢者の自主的な集いの場

「 笑んがわ市」

防犯×ラ ンニング

「 パト ラ ン」



話し 合いのテーマ

それぞれの作り たい未来を 実現する ために…

「 やり たい！！！！！」
の気持ちを大切にし ながら 、

具体的に・ 建設的に
どう やれば実現できるかを

話し 合っ てみまし ょ う

みんなで共有タ イ ム



ご自身の「 次の一歩」 を
共有し てみまし ょ う ！

お疲れ様でし た！


